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申
告
期
間

２
月
１６
日
（
水
）
〜

３
月
１５
日
（
火
）（
土
・
日
曜
を
除

く
。
た
だ
し
下
京
税
務
署
で
は
２

月
２０
・
２７
日
に
限
り
日
曜
日
も
確

定
申
告
の
相
談
・
受
付
け
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
２
日
間
は
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

▼
市
・
府
民
税
の
申
告
は
市
民
税

課
へ

対
象

平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
在
住
で
１６
年
中
の
所
得
金
額

が
市
・
府
民
税
の
基
礎
控
除
額（
３３

万
円
）、
配
偶
者
控
除
額（
３３
〜
６１

万
円
）、
扶
養
控
除
額（
３３
〜
６８
万

円
）
の
合
計
額
を
超
え
る
方
。
た

だ
し
、
１６
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
し
た
方
や
、
１６
年
中
の
所

得
が
給
与
や
年
金
だ
け
で
、
勤
務

先
や
支
払
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
や
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
、
通
常
、

申
告
が
不
要
で
す
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告
は
税
務
署

へ対
象

�
事
業
所
得
や
不
動
産
所

得
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ
る
所
得
税

額
が
あ
る
方

�
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
う
ち
、
給
与

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
２０
万
円

を
超
え
る
方
や
、
給
与
収
入
が
２

千
万
円
を
超
え
る
方
な
ど
。

▼
所
得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま

す
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
的
年
金
等

受
給
者
で
、
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
方
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
融
資

を
受
け
て
住
宅
を
取
得
し
た
方
な

ど
は
、
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
と
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
金
が
還
付
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
還
付

申
告
（
医
療
費
控
除
な
ど
）
や
公

的
年
金
収
入
の
み
の
簡
易
な
確
定

申
告
書
に
つ
い
て
は
、
申
告
期
間

中
は
市
民
税
課
で
も
受
付
け
ま
す
。

問
合
せ

市
民
税
課
（
�
３７１
・
７

１
７
２
）ま
た
は
下
京
税
務
署（
�

３５１
・
９
１
６
１
）

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

の
入
院
と
２
歳
以
下
の
乳
幼
児
の

外
来
は
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者

証
を
健
康
保
険
証
と
一
緒
に
医
療

機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、

１
か
月
（
毎
月
１
日
〜
末
日
）
１

医
療
機
関
に
つ
き
２００
円
の
一
部
負

担
金
で
医
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
３
歳
以
上
小
学
校
就
学

前
ま
で
の
幼
児
の
外
来
に
つ
い
て

は
、
医
療
保
険
の
自
己
負
担
額
が

１
か
月
８
千
円
（
複
数
の
医
療
機

関
の
場
合
は
合
算
）
を
超
え
た
額

を
払
い
戻
し
ま
す
が
、
そ
の
手
続

き
に
は
必
ず
領
収
書
（
原
本
）
が

必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
先
に
確

定
申
告
の
医
療
費
控
除
手
続
き
に

領
収
書
を
添
付
さ
れ
る
と
、
乳
幼

児
医
療
費
の
払
い
戻
し
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
控

除
に
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
分
を

含
め
る
と
修
正
申
告
を
必
要
と
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
乳

幼
児
医
療
費
の
支
給
に
該
当
し
な

い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持

ち
で
な
い
方

お
子
さ
ん
の
名
前
の
載
っ
た
健

康
保
険
証
を
持
参
し
て
福
祉
介
護

課
へ

▼
払
い
戻
し
手
続
き
に
必
要
な
も

の�
領
収
書
の
原
本
（
患
者
名
、
保

険
診
療
点
数
、
受
診
日
の
明
記
さ

れ
た
も
の
）

�
お
子
さ
ん
の
名
前
の
載
っ
た
健

康
保
険
証
（
原
本
）

�
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
（
既

に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
み
）

�
預
金
通
帳
な
ど
振
込
口
座
番
号

の
わ
か
る
も
の
（
郵
便
局
は
取
扱

い
で
き
ま
せ
ん
）

※
そ
の
他
、
印
鑑
や
保
険
者
か
ら

の
医
療
費
支
給
証
明
書
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
介
護
課
（
�
３７１
・

７
２
１
６
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

慶
長
１１
（
１
６
０
６
）
年
、

徳
川
家
康
の
側
女「
お
こ
ち
ゃ
」

の
本
願
に
よ
り
着
工
。
寺
号
は

ほ
う
み
ょ
う

そ
の
法
名
（
戒
名
）
長
香
院
殿

に
よ
る
。

翌
年
、お
こ
ち
ゃ
は
没
す
が
、

そ
の
子
で
家
康
の
息
女
「
お
岩

の
方
」
や
家
康
の
家
臣
で
大
工

な
か
い
ま
さ
き
よ

頭
の
中
井
正
清
な
ど
の
助
力
で

が
ら
ん

伽
藍
が
整
備
さ
れ
る
。

中
井
正
清
は
当
寺
を
中
井
家

の
菩
堤
寺
と
定
め
た
が
、後
に
、

そ
の
分
家
か
ら
紀
州
徳
川
家
に

側
女
と
し
て
入
っ
た
「
お
紋
の

方
」
が
８
代
将
軍
吉
宗
の
生
母

と
な
る
。

こ
う
し
た
幕
府
と
の
深
い
関

係
に
よ
り
高
い
寺
格
を
持
ち
な

が
ら
も
、
民
衆
へ
の
教
化
を
重

ね
て
い
た
当
寺
は
、
天
明
の
大

は
ま
ぐ
り

ご
も
ん

火
と
蛤
御
門
の
変
で
罹
災
し
た

が
、
檀
信
徒
な
ど
多
く
の
人
の

力
で
復
興
し
て
い
る
。

本
尊
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
坐

お
う
じ
ょ
う
よ
う
し
ゅ
う

像
は
、「
往
生
要
集
」
を
著
し

え
し
ん
そ
う
ず

げ
ん
し
ん

た
恵
心
僧
都
（
源
信
）
の
作
と

伝
わ
る
。
ま
た
、
観
無
量
寿
経

に
お
け
る
極
楽
の
世
界
を
描
い

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
か
ん
き
ょ
う

た
寺
宝
の
「
絹
本
着
色
観
経

じ
ゅ
う
ろ
く
か
ん
へ
ん
そ
う

ず

十
六
観
変
相
図
」は
、
国
の
重

要
文
化
財
で
あ
る
。
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�
ちょうこう じ

長香寺（高倉通松原下る）

菊
浜
学
区
で
は
、
蛍
が
飛
び
交

う
美
し
い
高
瀬
川
を
後
世
に
引
き

継
ご
う
と
、
昨
年
８
月
に
「
菊
浜

高
瀬
川
保
勝
会
」
が
設
立
さ
れ
、

１１
月
２１
日
に
は
、
府
保
健
環
境
研

究
所
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ビ
オ
ト
ー

プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
京
都
」
の
協
力

を
得
て
、
高
瀬
川
の
ホ
タ
ル
生
息

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
域
の
保
育
園
児
や

小
学
生
も
網
を
持
っ
て
一
緒
に
川

に
入
り
、
４
か
所
で
生
物
採
取
や

水
質
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
高
瀬
川
の
水
質
は

ホ
タ
ル
の
生
息
に
問
題
が
な
く
、

え
さ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
多
く
生

息
し
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
も
２
匹
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
で
は
、
ホ

タ
ル
を
呼
び
戻
す
活
動
に
、
今
後

ま
す
ま
す
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
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徳
川
家
ゆ
か
り
の
寺

市市
・・
府府
民民
税税
、、
所所
得得
税税
のの
申申
告告
はは

正正
しし
くく
おお
早早
めめ
にに

確確
定定
申申
告告
をを
すす
るる
前前
にに

もも
うう
一一
度度
チチ
ェェ
ッッ
クク
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい

乳
幼
児
医
療
費
の
支
給
に
該
当
し
て
い
ま
せ
ん
か

今年度、京都市の地域安心安全ネットワーク形成
のモデル地域に選ばれた修徳学区では、自治連合会
役員と関係行政機関で構成される修徳安心安全推進
委員会を設立。昨年９月２８日には委員会メンバーを
中心とした修徳サポーターズが、学区民の皆さんと
一緒に『声かけ愛のたすきリレー』スタート式を行う
など、これまでさまざまな活動を展開してきました。
学区内における防犯、防火・防災、交通安全、青
少年育成問題に対する課題を掘り起こすと同時に、
子どもを中心としたふれあい活動を通じて互いが顔
見知りになることで、薄れかけていた地域の絆を深
めることに積極的に取り組み、安心安全なまちづく
りを進めています。

学区民の貴重な声がたくさんあ
つまりました

だんだんあいさつが返ってくる
ようになりました

安心安全についての不安
や悩みを聞き取り、共に解
決を目指します。

昨年１１月２０日から、五条警察署・
下京消防署・洛央小学校からの情報
を提供しています。
（現在の登録約１２０件）

マンションに暮らす方にも積極的に安心安全のま
ちづくりに参加していただけるよう、自治連合会活
動やイベント情報などのお知らせを開始しました。

☆『修徳安心安全アンケート』

☆『声かけ愛のたすきリレー』

☆『愛の携帯メールフレンドチーム』

☆『愛の家庭訪問』

☆『修徳・キッズサポータ―ズ愛の家』キャラバン隊

☆『修徳仮想マンション町内会』

７
回
目
と
な
る
『
税
金
の
歴
史
』
で
す
。
今
回

は
、
明
治
後
半
か
ら
昭
和
前
半
ま
で
の
お
話
を
し

ま
す
。

明
治
の
後
半
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、
相
続
税

の
新
設
や
法
人
税
の
所
得
税
か
ら
の
分
離
な
ど
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
の
税
制
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
の
が
ア
メ
リ
カ
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

で
す
。
こ
の
勧
告
の
中
で
特
に
強
調
さ
れ
た
も
の

が
、
所
得
税
と
法
人
税
を
中
心
と
す
る
租
税
体
系

の
樹
立
で
し
た
。

昭
和
２５
年
に
は
こ
の
勧
告
に
基
づ
く
税
制
（
い

わ
ゆ
る
シ
ャ
ウ
プ
税
制
）
が
施
行
さ
れ
、
地
方
税

に
つ
い
て
は
、
地
祖
の
廃
止
、
固
定
資
産
税
の
創

設
な
ど
が
行
わ
れ
地
方
税
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
青
色
申
告
制
度
も
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に

よ
り
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

つ
づ
く

阪神・淡路大震災の発生から１０年が経
過しました。この地震では、６，４００名を超
える犠牲者を出しましたが、その記憶も
年々風化していると耳にします。しかし
ながら、京都を含む近畿地方は地震の活
動期に入ったと言われており、また、昨
年１０月２３日には新潟県中越地震も発生し
ています。今一度、地震への感心を高め、
日ごろから防災用品を準備し、いざとい
うときに落ちついて行動できるように正
しい心構えを身につけておくことが大切
です。

けすぞう君の防災 Q&A
阪神・淡路大震災から

１０年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。け
す
ぞ
う
君
で
す
。

本
年
も
、
区
民
の
皆
さ
ん
に

防
火
・
防
災
に
関
す
る
情
報
を
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

もしも、地震が発生したら次のことを
実践してください。
「地震からあなたを守る

行動と備え１０ポイント」
●グラッときたら身の安全
●すぐに使用中の火を消す
●戸を開けて出口の確保
●あわてて外に飛び出さない
●火が出たらすばやく消火
●ガラスの破片に気をつける
●避難は徒歩で、持ち物は最小限に
●狭い路地、塀ぎわ、崖には近寄らない
●正しい情報をキャッチし、デマにまど
わされない
●隣近所、互いに声を掛け合い助け合う

下京区災害対応力を考えるつどい
阪神淡路大震災から１０年がたち、
希薄化しつつある防災意識の高揚と、
自主防災部を中心とした自助・共助
による防災活動や、地域の防災行動
計画づくりを推進し、災害対応力の
向上を図ることを目的に開催します。
�講習会�
日時 １月１５日（土）～２１日（金）の
間でご予約された時間
内容 ●防災の話

●震災シミュレーション及び
延焼シミュレーション
●震災ビデオの上映

場所 下京消防署
その他 自主防災会または自主防災
部を単位に事前にお申し込みくださ
い。
�パネル展�
日時 １月１５日（土）～２１日（金）午前９
時～午後５時（ただし、１５日は午後１
時から、２１日は午後３時まで）
内容 震災パネル展「阪神・淡路大
震災から１０年 京都に大地震が	」
場所 京都駅ビル イベント広場
主催 下京消防署・下京消防団
問合せ 警防課消防係（�３６１―４４１１）

１
月
３１
日
は
、

市
・
府
民
税
第
４
期
分
の
納
期
限
で
す
。

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課
（
�
３７１
・
７
１
７
１
）


























































































































































 




























































































































































人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展
に
は
、
小
学
生

か
ら
５２
作
品
、
中
学
生
か
ら
１３
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
力
作
ぞ
ろ
い
の
中
か

ら
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
選
ば
れ
た
優
秀

作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１２月５日（日）、
梅小路公園で、下
京区総合防災訓練
が実施されました。
当日は、天候不
順のため残念なが
ら区民の皆さんの
参加による自主防
災会の訓練は中止
されましたが、下
京消防団をはじめ、防災関係機関による緊迫した訓
練が展開されました。
今年は、下京区で京都市総合防災訓練が実施され
ます。
区民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

下京消防団による放水訓練

下京区総合防災訓練実施

京都市総合防災訓練実施

１２月５日
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優 秀 作 品 紹 介

淳風小２年 安原 大貴

醒
泉
小
６
年

和
田

澄
華

最優秀賞

六条院小１年 服部 真理乃
優秀賞

最優秀賞
梅逕中２年 中川 柚香

優秀賞
成徳中２年 今釘 千菜美

優秀賞
七条中３年 三好 ひとみ

優
秀
賞
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e
これからの季節は 
空気が乾燥し、暖 
房器具からの火災 
が増加します。家 
庭内の防火の点検 
をしましょう。 
下京消防署。修徳 
安心安全推進委員 
会 
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小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

安心安全まちづくり 
下京区モデル地域修徳学区発 

　　　　　　　　絆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛 　　　　　　　　絆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛 人と人の絆を大切に！キーワードは愛 
「修徳安心安全推進委員会」 

協力してくださった家には子どもたちがデザ
インしたシールを

子どもたちを守って
くれる愛の家をすべて
まわり、手作りのマッ
プを作成しました。

交流を図る子どもたち
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